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功 績 の 概 要

氏は、雲仙普賢岳噴火災害時の島原市職員 として火山防
災の実践に基づき、内閣府火山防災エキスパー トとして、
日本各地の自治体などにおいて、防災講演活動や避難訓
練、避難訓練の企画などにも参画 し、火山防災に大きく貢
献す るとともに、内閣府の 「噴火時等の避難に係 る火山防
災対策懇談会」、 「災害遺構の収集及び活用に関する検討
委員会」な どの委員 として、火山防災や災害遺構の保存活
用について的確な助言を行っている。

また、雲仙普賢岳における災害遺構の保存でも中心的な
役割 を果た し、その災害遺構を活用 した取組は、氏が事務
局長 として携わ り島原市で開催 した二つの国際会議、火山
都市国際会議、ジオパーク国際ユネスコ会議において、国
際的にも大きな評価を得ているc雲仙普賢岳におけるこの
ような先駆的な取組は、ジオパークの普及活動の中に防災
を取 り込んだ活動 として全国のジオパークに普及を行って
いるが、特に東 日本大震災の被災地である三陸ジオパーク
の、 日本ジオパーク認定に多大な貢献を行っている。

さらに、市民や防災担当者などへの講演会等に加 え、新
聞テ レビ等の仕事 も多 く、噴火災害の脅威 と防災対策につ
いて、分か りやす く説明 し、火山地域での備 えとして火山
に対する知識 と危機管理意識の重要性を、積極的に啓発す
る活動を行っている。
以上のとお り、火山防災の専門家 として幅広 く活躍 し、

防災思想の普及における貢献度は多大である。
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